
図1　製作中のSDRスペクトラム・アナライザのブロック図
本器は，外付けのアナログ回路がなく，大部分がディジタル回路とソフトウェアでできている．誤差の主因はMAX10の内蔵A−Dコンバータ
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今回，解説する部分
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写真1　ワンチップSDRスペアナの製作に利用したキット “SDR
−Block AM−TG1”（CQ出版社）
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　本器のアナログ部は，SDR−Block AM−TG1上の
MAX10 FPGAに内蔵されたA−Dコンバータだけで，
これが唯一の誤差要因です．ディジタル回路とソフト
ウェアを注意深く作れば，D−Aコンバータで信号を
発生させるファンクション・ジェネレータ（AFG，
Arbitrary Function Generator）を使った場合とほぼ
互角，約0.2 dBの確度が期待できます．
　FPGA MAX10の内部回路は変更せず，内蔵A−D
コンバータ（1 MSPS）をSPIデコーダとUSBブリッジ
IC（FT232HL）を介して，USBでパソコンにデータを
送ります．

基礎知識「確度と精度」

● 確度とは
　メーカは，製造した測定器が国家基準に対する誤差
がある値以下の電圧を出力することを保証しています．
　ここでは，世界基準との誤差が明確な絶対値のこと
を言います．絶対値に対するのは相対値です．信号A
と信号Bの比で，単位は［dB］や［％］です．
　精度は，測定値のばらつきを表し，ばらつきの平均
と真値との差異が「確度」です．確度を測るときは，

● 製作したワンチップSDRスペクトラム・アナライ
ザの確度期待値は0.2 dB
　本連載では，8000LEのMAX10 FPGAを搭載した
SDRキット（SDR−Block AM−TG1，写真1）だけを使
ってSDRスペクトラム・アナライザ（以下，本器）を
製作中です．前回，パソコンのモニタにFFT（Fast 
Fourier Transformation）の結果（スペクトル）を表示
するところまで，ソフトウェアを完成させました．今
回は，スペクトルのピーク値の精度を測定してその測
定値を確かなものとします．
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